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令和４年度幼小中合同運動会 美川小学校スローガン 

９月１０日（土）、たくさんの保護者・地域の皆様の温かいご声

援に包まれた幼小中合同運動会が終了しました。ご存じのように、

市内幼稚園の統合に伴い、美川幼稚園が今年度をもって閉園となる

ため、この幼小中合同運動会も今年度が最後でした。最後となる合

同運動会を子どもたちはもちろん、保護者の皆様、地域の皆様、そ

して教職員、すべての参加者にとって思い出に残る素晴らしいもの

にしたいと願い、園・学校が一丸となって創りあげた運動会でした。

コロナ禍ということで、たくさんのご協力をお願いしての開催とな

りましたが、ほんとに多くの皆様方にご来場いただき、美川の子ど

もたちの輝く姿をご覧いただけたことが、何よりも嬉しいことでし

た。心より感謝申しあげます。ありがとうございました。 

 小学校の今年度の運動会スローガンには、昨年度と同じように

【本気】という言葉が入っていました。さらに【見せろ】という言

葉も入っていました。７５名の美川っ子は、それぞれの本気を見せ

るべく、練習から本番まで、本気で取り組んでくれました。自分達

で決めたスローガンを自分達で達成するべく、口だけではなく、そ

の姿で、行動で示してくれました。転んでもすぐに立ち上がりゴー

ルを目指す姿、勝負が決しても最後までスピードを緩めずにゴール

を駆け抜ける姿、拍手や手拍子で仲間を応援する姿、指揮者の振る

指揮杖だけを見つめ、心を一つにして演奏する姿、開閉会式で人の

話を真剣に聞く姿など、どの姿にも【本気】が感じられました。 

まさにスローガンを自分達の姿で体現しました。 

運動会終了後に、たくさんの方々から「いい運動会だった」「温

かい運動会だった」「思い出に残る幼小中合同運動会になった」と

いうお言葉をいただきました。実は、私も、今年度の合同運動会に

「温かさ」をすごく感じていました。おそらくそれは、あの日あの

場所に集まったすべての人達の思いが一つに合わさったからだと

思うのです。子どもたちの中には、下級生は上級生にあこがれ、上

級生は下級生をいたわる、まさに【あ・い】があり、保護者・地域

の皆様方の中には、美川の子どもたちのことを大切に思い、この運

動会の成功を心から願ってくださった【愛】があったように思いま

す。たくさんの【あ・い】【愛】が溢れ、合わさったからこそ、温

かい運動会になったのだと、私は思います。記念すべき最後の幼小

中合同運動会をいつまでも記憶に留めていただけると嬉しいです。 

運動会は終わりましたが、幼小中が合同で取り組む活動はまだま

だあります。保護者・地域の皆様、どうぞお力をお貸しください。

よろしくお願いいたします。 

写真で振り返る【幼小中合同運動会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラジオ体操：指先まで伸ばす        ８０ｍ走：最後の最後まで 

 

 

 

 

 

 

１００ｍ走：ゴール前まで大接戦       １００ｍ走：歯を食いしばり 

 

 

 

 

 

 

            グルグルリレー：息を合わせて… 

               

                  

 

 

 

  

      応援合戦：赤組              応援合戦：青組 

 

 

 

 

 

      

 

鼓笛演奏（５・６年生）：心を一つに校歌を演奏   

                  

 

 

                  

 美川っ子リレー：思いをバトンに     幼稚園さんのダンス：元気をありがとう 



４日（月）柿農園見学（３年） 

５日（水）ＳＣ訪問日（ＰＭ）    

６日（木）外国語（支援員） ＰＴＡ第４回運営委員会 

７日（金）クラブ⑥  

メディアコントロールウィーク（７日～１３日） 

８日（土）浜田市ジュニア陸上大会（希望者参加） 

１１日（火）柿選果場見学（３年） 

１２日（水）幼小中合同避難訓練② 

１３日（木）外国語（ＡＬＴ） 

１４日（金）全校テスト（国） 委員会⑥ 

１７日（月）体操校内発表会・壮行式⑤ 

１９日（水）浜田市小学校体操競技大会（５・６年） 

２０日（木）外国語（支援員） 

２１日（金）授業公開日 開校１５０周年記念事業 

      ＰＴＡ教育講演会  

２５日（火）たんぽぽ学級合同学習（ＡＭ） ラブック号  

２７日（木）全校朝礼 外国語（支援員）      

２８日（金）委員会⑥ 

３１日（月）全校テスト（算） 食の学習（４年）  

 

 

 

幼小中合同稲刈り（５年生）        

９月２１日（水）、爽やかな風が吹く秋晴れのもと、５年生児童

１７名が四中の田んぼで行われた稲刈りに参加しました。５月に

幼稚園児・中学生と一緒に田植えをしたあの田んぼです。  

今年度も、幼稚園・小学校・中学校の３校種の子どもたちが一

堂に会して稲刈りをしました。先日の合同運動会と同じく３校種

で取り組む最後の合同稲刈りとなりました。年齢の壁を越え、校

種の枠を越えて、異年齢の子どもたちが一緒に活動し、一緒に汗

を流すことができるのは、本当に素晴らしいことだと思います。

さらに、多くの地域ボランティアの皆様のお力をお借りし、すぐ

身近で輝く大人の姿を見ることができるというのは、ふるさと教

育・キャリア教育の視点からもとても有意義なことです。  

今年度は、稲刈りを初めて経験する子どもが多く、作業の大変

さと協力・協働の大切さを感じたようです。こうした貴重な体験

ができましたのも、地域ボランティアの皆様のおかげです。記念

すべき最後の幼小中合同稲刈りが無事にできましたこと、心より

感謝いたします。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～稲刈り後の子どもたちの感想（一部抜粋）～ 

 私は初めて稲刈りをしました。初めはよくわからなくて、あまり

上手にできなかったけど、地域の方々や中学生が優しく教えてく

ださったおかげで上手にできるようになりました。美川は自然豊

かで川や山がきれいでいいけど、今回の経験で、みんなで協力する

ところも美川のよさだと思います。貴重な経験をさせてもらって、

たくさん勉強になりました。           

 

 初めて稲刈りをやってみてとても大変でした。最初は稲束を切

るのに時間がかかったけど、どんどん切るのが速くなって、とても

楽しかったです。お米を作るには、たくさんの苦労があることがわ

かりました。これからはお米を大切に食べたいです。 

 

 初めて稲刈りをして、昔の人達はとてつもなく苦労され、大変だ

ったということがわかりました。これくらい大変だから、農業をす

る人は少なくなってくるんだと思いました。でも、私は、「農業は

こんなに楽しいんだよ」と伝えたいと思いました。 

美川、最高ー！！               

開校１５０周年記念事業のお知らせ 

 明治５年４月１日の学制発布により、内村に小学校が開設されま

した。それが、現在の美川小学校の始まりにあたります。その年か

ら数えますと、今年でちょうど１５０年になります。もちろん、美

川小学校はこれからもこの美川の地でまだまだ歴史を重ねていく

わけですが、１５０年という記念の節目を、何らかの形でお祝いし

たいと学校では考えました。 

そこで、１０月２１日（金）の授業公開日に併せ、子どもたち（卒

業生である中学生も含めた）、保護者、ご参加いただける地域の方々

みんなで、記念写真を撮影したいと考えています。また、その際、

今年度で終了となります美川小学校鼓笛隊の演奏で、参加者みんな

で校歌を歌いたいと思います。保護者の皆様へは、授業公開日のご

案内にてお知らせいたしますが、地域の皆様への特別なご案内はい

たしません。ただし、一人でも多くの方々とこの節目をお祝いでき

ればと思いますので、ご都合がつきましたら、この記念事業にご参

加いただければ嬉しく思います。よろしくお願いいたします。 

       開校１５０周年記念事業 

期日：令和４年１０月２１日（金） 

  場所：美川小学校 校庭 

  日程：１４：００ 鼓笛発表会（参加者全員で校歌合唱） 

     １４：３０ 記念撮影会（ドローンによる写真撮影） 

  その他 

   ・撮影した写真はクリアファイルにして参加者に配付 

   ・雨天の場合は、鼓笛発表会のみ四中体育館で実施し、 

    記念撮影会は別日に実施 

   ・駐車場は河川敷をご利用ください 

１０月の主な行事 


